






要約:栃木県では便色調カラーカードを使って、胆道閉鎖症の早期発見・早期手術を目的

とした、生後 1か月乳児のマススクリーニングを行った。この方法は、親にカラーカード

を配布し 1か月健診時に児の便色調に該当する番号を記入して持参させるもので、産院お

よび 1か月健診で本症に特有の淡黄色便を発見し、本症と診断された患児に対して生後 60

日以内に肝門部空腸吻合術を施行することを企図した。94 年 8 月 1 日から 97 年 7 月 31

日までの 3 年間に、出生児 58,396 名のうち 50,931 名(87.3%)がこの検査を受けた。この

間に発生した胆道閉鎖症の患児は 10 名で、うち 8 名が生後 1 か月までに便色調異常を申

告したので、検査の感度は 80.0%であった。この 8 名のうち 7 名は生後 60 日以内に肝門

部空腸吻合術を受け、6 名で黄疸の消失を認めた。検査の特異度は 99.9%、陽性適中率は

22.9%、陰性適中率は 100%であった。以上から栃不県における便色調カラーカード法は、

胆道閉鎖症の早期発見に有効なマススクリーニング法と結論した。なお、感度を 100%に

近づけることが望ましいが、生後 1か月以降に淡黄色便を呈する遅発例が存在することか

ら、1 か月健診時での感度をこれ以上に上げることは困難である。一方、茨城県では生後

1か月の他に、遅発例の発見のため生後 2か月時にも再検する方式で、98 年からこのマス

スクリーニングを開始した。


